朱 日 ぉ1 口 



泉 鏡 冗 



滑稽け た 男で、 やっぱり 学校に 居る、 もう 一人の 小 使 

である。 

「同役 (といつ も 云う、 士 の果 か、 仲間の 上りら し 

ただいま みずがめ くみこ 

い。) は番で ござりまして、 唯今 水瓶へ 水 を 汲 込んで お 

ります るが ご 

「水 を 汲 込んで、 水瓶へ …… むむ、 この 風で ご 

しめこ がらす まど 

と 云う。 閉 込んだ 硝子 窓が びりびりと 鳴って、 青空 

あく たた ゆす す さ 

へ 灰汁 を湛 えて、 上から 揺って 沸 立た せる ような 凄ま 

じい 風が 吹く。 

かた ほ さつ すなほ こリ ま 

その 窓 を 見向いた 片頰 に、 颯と 砂埃 を 捲く 影が さ 

して、 雑 所 は 眉 を 顰めた。 



± げ 

「この 風が、 …… 何 か、 風 …… が 烈しい から 火の 用心 

かご 

だ ン. a サ 

と 唐突に 妙な 事 を 言 出した。 が、 成程、 聞く 方 も そ 

の 風 なれば、 さまで 不思議と は 思わぬ。 

「いえ、 かねてお 諭しで も ござり ますし、 不断 十分に 

注意 はします るが、 差 当り、 火の 用心と 申す では ござ 

り ませぬ。 …… やがて、」 

と 例の 渋い 顔で、 横手の 柱に 掛 つた ボン ボン 時計 を 

睨む ように じろ り。 ト十 一時 …… ちょうど 半。 —— 小 

使の 心 持で は、 時間が もうち つと 経って いそうに 思つ 

みつ 

たので、 止まって はおらぬ か、 とさて 瞻め たもので。 



けて、 ちと 話が あるが なご 

出方が 出方で、 源 助 は 一 倍 まじりと する。 

きま 

先生 も 少し 極って、 

「もっと これへ 寄らん かいご 

と 椅子 を かたり。 卓子の 隅 を 座 取って、 身体 を斜 に、 

はかま 

袴 を ゆらり と 踏 開いて 腰 を 落しつ ける。 その 前へ、 

小 使 はも つ そり 進む。 

「卓子の 向う 前で も、 砂埃に 掠れる ようで、 話が よ 

しゃべ しわぶ き 

く 分らん、 喋 舌る のに 骨が折れる。 ええん ご と 咳 を 

する 下から、 煙 1 早を塡 めて、 吸口 を ト頰へ 当てて、 

「酷い 風 だな。」 



さ る だ ひ ► J 

猿 田彦に ござります。 はは。」 

と 変哲もない 愛想 笑。 が、 そう 云う 源 助の 鼻 も 赤し、 

これ はいかな 事、 雑 所 先生の 小鼻の あたり も 紅が 染む。 

きびし 

「実際、 厳い なご 

テ エブル きせる むきだ 

と 卓子の 上へ、 煙管 を 持った まま 長く 露出した 火鉢 

かざ しゃつ 

へ 翳した、 鼠色の 襯衣の 腕 を、 先生 ぶるぶると 震わす 

ひった もた 

と、 歯 をく いしば つて、 引立てる ようにぐ いと 擡げて、 

ふんば 

床板へ 火鉢 を ど さり。 で、 足 を 踏 張り、 両腕 をず いと 

扱いて、 

こうむ 

「御免 を 被れ、 行儀 も 作法 も 云つ ちゃ おられん、 遠慮 

は 不沙汰 だ。 源 助、 当れ ご 



き の う ふ さ 

「はい、 同役と も 相談 をいた しまして、 昨日に も 塞 ご 

たま リ ろ 

うと 思いました、 部屋 (と 溜 の 事 を 云う) の炉に また 

嚙 りつきます ような 次第に ござります ごと 中腰に な つ 

て、 鉄火 箸で 炭 を 開けて、 五徳 を摺 つて 引 傾がった 銅 

の大 薬罐の 肌 を、 毛深い 手の甲で むず と 撫でる。 

たぎ さ 

「 一 杯 沸った の を 注しましょう で、 —— やがてお 弁当 

で ござりましょう。 貴下 様 組 は、 この 時間 御 休憩で？」 

「源 助、 その 事 だ ご 

「はいご 

と 獅嚙面 を 後へ引 込めて 目 を 据える。 

雑 所 は 前 のめりに 俯向いて、 一服 吸った 後 を、 口で 



こども 

「源 助、 時に、 何、 今 小児 を 一 人、 少し 都合が あって、 

こづかい だまり や 

お前 達の 何 だ、 小 使 溜 へ 遣った つけが、 何 は、 …… 部 

屋に 居る かご 

「居ります るで、 しょんぼりと しまして な。 はい、 … 

…あの、 嬢ち やん 坊ちゃんの 事で ござりましょう、 部 

屋に 居ります で) J ざいます よ。」 

「嬢ち やん 坊ちゃん。」 

うち 

と 先生 はちよ つと 口の 裡で 繰返した が、 直ぐに その 



ち 力め かすみ 力 力 

「手前、 御存じの 少々 近視眼で。 それへ こう、 霞が 掛 

リ ました 工合に、 薄い 綺麗な 紙に 包んで 持って いるの 

を、 何 か 干菓子で でもあろう かと 存じました 処。， - 

「茱萸 だ ご と 云って 雑 所 は 居直る。 話が ここへ 運ぶ 

の を 待 構えた 体で あ つ た。 

「で、 ござり まするな。 目覚める 木の実で、 いや、 

こども 

小児が 夢中になる の も 道理で ござります ご と 感心し 

た 様子に 源 助 は 云う のであった。 

寸 もも うち 

青梅 もま だ 苦 い 頃、 やが て、 李で も色づ かぬ 中 は、 

実際 苺 と 聞けば、 小 蕪の ように 干 乾びた 青い 葉 を 束 

ねて 売る、 黄色な 実 だ、 と 思って いる、 こうした 雪国 



訴訟。 はい、 気が小さい かいたして、 口 も 利け ずに、 

とぼん として、 可哀 や、 病気に でもな りそうに 見え ま 

もみで 

する がいご と 揉 手 をす る。 

ひど 

「どうだい、 吹く 事 は。 酷い ぞご 

ゆす テ エブル 

と 窓と 一所に、 肩 を ぶるぶると 揺って、 卓子の 上へ 

きせる す 

煙管 を棄 てた。 

「源 助 ご 

あらたま 

と 再度 更 つて、 

こども ふところ たもと 

「小児が 懐中の 果物なん か、 抉へ 入れさせれば 済む 

萼 J 

力 力 

どうも 変に、 気に 懸る 事が あってな、 小児 どころ か、 



たち ど 

はっと 不意に、 こっちが 立 停まる 処を、 抜けた。 

したやみ わず 

下 闇ながら —— こっち ももう、 僅かの 処 だけれ ど、 

おびた だ 

赤い 猿が 夥 しいので、 人恋しい。 

は つ きり 

で 透かして 見る と、 判然とよ く 分った。 

それ も 夢 かな、 源 助、 暗い のに。 —— - 

はだ 力 あかが つ ぱ 

裸体に 赤 合羽 を 着た、 大きな 坊主 だ ご 

「へいご と 源 助 は 声 を 詰めた。 

まっくろ あたま むきだし 

「真黒な 円い 天窓 を 露出で な、 耳元 を 離した 処へ、 そ 

しゃち こば おおき ひじ かぎな リ 

の 赤 合羽の 袖 を 鱸 子 張らせる 形に、 犬な 肱 を、 ト鍵形 

ひらひら 

に 曲げて、 柄の 短い 赤い 旗 を飜々 と 見せて、 しゃんと 

構えて、 ずんずん 通る。 



はた まっか あお 

旗 は 真 赤に 宙を 煽つ。 

まさかと は 思う …… ことに その 言 つ た 通 リ人恋 し い 

あいて そうぎょう なにぶん 

折からな り、 対 手の 僧形に も 何分 か 気が 許されて、 

(御坊、 御坊。) 

ラ しろ 

と 二 声 ほど 背後で 呼んだ ご 

ものすご さき 

「物凄 さも 前に 立つ。 さあ、 呼んだ つもりの 自分の 声 

が、 口へ 出た か 出ん か 分らない が、 一 も 二 もない、 呼 

ん だと 思う と 振 向いた。 



顔 は 覚えぬ が、 頤も額 も 赤い ように 思った。 

(どちら へ ？) 

と 直ぐに 聞いた。 

ト竹を 破る ような 声で、 

(城下 を 焼きに 参る のじ や。) と言う。 ぬいと 出て 

あしち と ま 

脚 許へ、 五つ 六つの 猿が 届いた。 赤い 雲 を 捲いた よう 

にな、 源 助 ご 

「 」 小 使 は 口 も 利かず。 

「その 時、 旗 を衝と 上げて、 

(物見から ちと 見物な され。) と 云う と、 上げた その 旗 

を 横に、 飜 然と 返して、 指した と 思えば、 峰に 並んだ 



こずえ さつ あお 

向う の 丘の、 松の 梢 へ 颯と 飛 移った かと 思う、 旗の 煽 

た いまつ ぱ つ 

つような 火が 松明 を投附 けたよう に※ 〔# 「火+ 發」、 

まっか 

463-S と 燃え 上る。 顔 も 真 赤に 一 面の 火に なった が、 

はる 

遥かに 小さく、 ちらちらと、 ただ やっぱり 物見の 松の 

ちょうじ がしら しずま 

梢の 処に、 丁子 頭が 揺れる ように 見て、 気が 静 ると、 

さま 

坊主 も 猿 も 影 も 無い。 赤い 旗 も、 花火が 落ちる 状に な 

くな つたんだ。 

こども 

小児が 転んで 泣く よう だ、 他愛が ないじ やない か。 

さてそう なつてから、 急に 我ながら、 世に も 怯えた 声 

を 出して、 

やまみち 

(わつ。) と 云って な、 三 反ば かり 山路の 方へ 宙を 飛ん 



「私 も 不意 だから、 変に 気 を 抜かれた ようになって、 

とぼん と、 あの 可愛らしい 綺麗な 児 を 見た よ。 

そつ そば あいきょう にっこり 

密と 椅子の 傍へ 来て、 愛嬌 づ いた 莞爾 した 顔 をして、 

(先生、 姉さんが。) 

と 云う。 —— 姉さんが 来て、 今日は 火が 燃える、 大 

はや じ ま い 

火事が あって 危ない から、 早 仕舞に してお 帰りなさい。 

うち 

先生に そうお 願いして、 と 言います から …… 家へ 帰ら 

して 下さい、 と 云 うんです。 含羞む 児 だから、 小さな 

声して。 

風 はこれ だ。 

聞えないで 僥 ！&。 ちょっと でも 生徒の 耳に 入ろう も 



も 二日 こっち も、 つい ぞ、 そんな 娘 を 見掛けた 事 はな 

い。 しかもお 前、 その 娘が、 ちらちらと 白い 指で めん 

ない 千鳥 をす るよう に、 手招きで 引 着ける から、 うつ 

かり 列 を 抜けて、 その 傍へ 寄った そうよ。 それ を 私 は 

何も 知らん。 

(宫 浜の 浪 ちゃんだ ねえ。) 

ことば 

とこの 国 じ やない、 本で 読む ような 言 で 聞く とさ。 

うなず 

頷 くと、 

、 ゆ 

(好い もの を 上げます から 私と 一 所に、 さあ、 行き ま 

みんな 

しょう、 皆に 構わないで。) 

ひど 

と、 私 等 を 構わぬ 分に 扱った は 酷い！ な あ、 源 助。 



で、 手 を 取られる から、 ついて 行く と、 どこか、 学 

校から さまで 遠くはなかった そうだ。 荒れに は 荒れた 

が、 大きな 背戸へ 裏木戸から 連 込んで、 茱萸の 樹の林 

のよう な 中へ 連れて 入った。 目の 哐も 赤らむ まで、 ほ 

かほ かとした と 云う。 で、 自分に も 取れば、 あの 児に 

も 取らせて、 そして 言う 事が 妙で はない か。 

たんと あが みんな あなた おつか 

(沢山お 食ん なさい よ。 皆、 貴下の 阿 母さんの よう 

な 美しい 血になる から。) 

と 言つ たんだ そうだ。 土産に も くれた。 帰って 誰が 

お- P じ 

下す つた、 と 父に そう 言いましょうと、 聞く と、 

なく おつかさん 

(貴下のお 亡なん なすった 阿 母 のお 友 だち です。) 



源 助、 それ、 近々 に 学校で —— やがて 暑さに はなる 

し —— 余り 青 苔が 生えて、 石垣 も 崩れた というので、 

いどがわ おおわ 

井戸側 を 取替え るに、 石の 大輪が 門の 内に あつたの を、 

小児 だち が 悪戯に 庭へ 転がし 出した のが ある。 —— あ 

れだ。 

すべ 

大人なら 知らず、 円くて、 にる にせい、 小児が 三人 や 

五 人で はちよ つと 動かぬ。 そいつ だが、 婦人が、 あの 

児 を 連れて、 すっと 通る と、 むくり と 脈 を 打った よう 

に 見えて、 ころころと 芝の 上を斜 違いに 転がり 出した。 

どつ とき 

(や あい、 井戸側が 風で 飛ばい。) か、 何 か、 哄 と吶喊 

みんな ひとかたまり 

を 上げて、 小児が 皆 それ を 追 懸けて、 一 団に 黒く 



なって 駆 出す と、 その 反対の 方へ、 誰に も 見 着けられ 

ないで、 澄まして、 すっと 行った と 云う が、 どう だ、 

これ も 変だろう。 

横手の 土塀 際の、 あの 棕櫚 の樹 の、 ばらばらと 葉が 

鳴る 蔭へ 入って、 黙って 背 を 撫で なぞして な。 

そこで 言 聞かされ たと 云 うんだ。 

うち 

(今に 火事が あります から、 早く 家へ お 帰ん なさい、 

先生に そう 云って。 でも 学校の 教師さん、 そんな 事が 

あります か ッて肯 きな さらない かも 知れません。 黙つ 

て ずんずん 帰つ て 可う ござんす。 怪我に は 替えられ ま 

せん。 けれども、 後で 叱られる と 不可ません から、 な 



りたけ お許し をう けてから になさい ましよ。 

時刻 はま だ 大丈夫 だと は 思います が、 そんな、 こん 

なで 帰りが 遅れて、 途中、 もしもの 事が あったら、 こ 

けむ ま 

れを めしあがれよ。 そうすると 烟に捲 かれません か 

ら。) 

たもと 

とそう 云って な。 …… そこで、 抉から 紙包みの を 

ふところ おさ 

出して 懐中へ 入れて、 圧え て、 こう 抱 寄せる ようにし 

かき あわ ぐ み 

て、 そして 襟を搔 合せて くれたの が、 その 茱萸 なんだ。 

(私が ついていられ ると ゆいんだ けれど、 姉さん は、 

今日は 大事な 日です から。 ) 

うち 

と 云う 中に も、 風の なぐれで、 すっと 黒髪 を 吹いて、 



まるで 顔が 隠れる まで、 むらむらと 懸る、 と 黒雲が 走 

るよう で、 はらり と 吹 分ける、 と 月が 出た ように 白い 

頰が 見えた と 云う …… 

けれども、 見え もせぬ 火事が あると、 そんな 事 は 先 

生に は 言 憎い、 と宫 浜が 頭 を 振った そうだ。 

(では、 浪 ちゃん は、 教師さん のおつ しゃる 事と、 私 

の 言う 事と、 どっち を ほんとう だと 思います。 ) 

こども 

こり や 小児に 返事が 出来なかった そうだが、 そうだ 

ろう …… な あ、 無理 はない、 源 助。 

(先生のお 言 に噓 はありません。 けれども 私の 言う 

事 はほんと うです …… 今度の 火事 も 私の 気で どうに も 



まだ 私たち 女の 心 は、 貴下の 年で は 得心が 行かない 

で、 やっぱり 先生が おっしゃる ように、 我 身を棄 てて 

も、 人 を 救う が 道理の ように 思う でしよう。 

いいえ、 違います …… 殿方の 生命 は 知らず。) 

と 繰返して、 

(女の 操と いう もの は。) と 熟と 顔 を 凝視め ながら、 

(人に も 家に も 代えられない、 と浪 ちゃん 忘れないで 

あか たんと 

おいでなさい。 今に 分ります …… 紅い 木の実 を 沢山 食 

ベて、 血の 美しく 綺麗な 児に は、 そのかわり、 火の粉 

も 桜の 露と なって、 美しく 降る ばかりで すよ。 さ、 い 

らっしゃい、 早く。 気 を 着けて、 私の 身体 も 大切な 日 



ですから。) 

うち すそ か み 

と 云う 中に も、 裾 も袂も 取って、 空へ 頭髪ながら 吹 

まど がらす 

上げそう だった つてな。 これ だ、 源 助、 窓 硝子が 波 を 

打つ、 あれ 見い ご 

八 

雑 所 先生 は 一 息 吐いて、 

「私が 問う のに 答えて な、 あの 宫浜 はかね て 記憶の！^ 

ぃ処 を、 母の ない 児 だ。 —— 優しい 人の 言う 事 は、 よ 

くよ く 身に 染みて 覚えた と 見えて、 まるで 口移しに 



あんしょう 

諳誦 をす るよう にこ こで 私に 告げたん だ。 が、 一々、 

ぞくぞく 膚に 粟が 立った。 けれども、 その 婦人の 言う、 

謎の ような 事 は 分らん。 

せん 

そり や 分らん が、 しかし 詮 ずるに 火事が ある 一 条 だ。 

(まるで 噓 とも 思わん が、 全く 事実 じ やなかろう、 と 

こづかい だまり 

も かく、 小 使 溜へ 行って 落着いて いなさい、 ちっと 熱 

も ある。) 

額 を 撫でて 見る と 熱い から、 そこで、 あの 児 を そら 

らへ 遣って よ。 

さあ、 気になる の は 昨夜の 山道の 一 件 だ。 …… 赤い 

猿、 赤い 旗な、 赤 合羽 を 着た 黒 坊主よ ご 



「緋、 緋の 法衣 を 着た で ござります、 赤 合羽で は ござ 

リ ません。 魔、 魔の 人で ござります がご とガタ ガタ胴 

震い をしながら、 鎂 める ように 言う。 

「さあ、 何 か 分らぬ が、 あの、 雪に 折れる 竹の ように、 

バシリ とした 声して …… 何と 云った。 

(城下 を 焼きに 参る のじ や。) 

あたま ひっかか 

源 助、 宫 浜の 児 を 遣った あとで、 天窓 を 引 抱えて、 

じ つ 

こう、 風の 音 を 忘れる ように 沈と 考える と、 ひよ い、 

と 火 を 磨る ばかりに、 目に 赤く 映った のが、 これなん 

だ ご 

と 両手で 控 帳の 端 を 取って、 斜めに 見せる と、 楷書 



「この 前の 時間に も、 (暴風) に 書いて 消して (烈風) 

を また 消して (颶風) なり、 と 書いた、 やっぱり 朱で、 

見な …… 

うろたえ 

しかも 変な 事に は、 何 を 狼狽た か、 一 枚 半 だけ、 

sf 紙で 残して、 明日の 分 を、 ここへ、 これ (火曜) と 

した ぜご 

と 指す 指が、 ひッ つりの ように、 びくり とした。 

ほか みん 

「読本が 火の 処 …… 源 助、 どう 思う。 他の 先生方 は 皆 

な 私より 偉い に は 偉い が 年下 だ。 校長さん もず ッ とお 

わか 

ヽノ、 o 

厶ノ レ 

ころう 

こんな 相談 は、 故老に 限る と 思って 呼んだ。 どう だ 



と ある 十字街へ 懸 つた 時、 横から ひよこり と 出て、 

ます P -? つ V- 

斜に 曲り角へ 切れて 行く、 昨夜の 坊主に 逢った。 同じ 

裸に、 赤 合羽 を 着た が、 こればかり は 風 を も 踏 固めて 

通る ように 確と した 足 取で あ つ た。 

ま 

が、 赤旗 を 捲いて、 袖へ 抱く ようにして、 いささか 

しゅんじ ゆん てい 

逡 巡 の 体して、 

「焼け 過ぎる、 これ は、 焼け 過ぎる ご 

うち つぶや 

と 口の 裡で 眩いた、 と 思う ともう 見えぬ。 顔 を 見 

られ たら、 雑 所 は 灰になろう。 

いしどうろう おおき 

垣 も、 隔て も、 跡 はない が、 倒れた 石燈 籠の 大 なの 

なにがし やしき 

が ある。 何某の 邸の 庭ら しい 中へ、 烟に 追われて 入 



を 吐いた。 が、 そこで はもう、 火の粉 は 雪の ように、 

力 力 

袖へ 掛 つても、 払えば 濡れ もしないで 消える ので あつ 

た。 

明治 四十 四 二 九 一 一) 年 一月 
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